
Cisco Nexus Dashboard Fabric Controllerのレガシー/クラシック
ネットワークの管理

最終更新：2024年 12月 20日

シスコシステムズ合同会社
〒107-6227東京都港区赤坂9-7-1 ミッドタウン・タワー
http://www.cisco.com/jp
お問い合わせ先：シスココンタクトセンター

0120-092-255（フリーコール、携帯・PHS含む）
電話受付時間：平日 10:00～12:00、13:00～17:00
http://www.cisco.com/jp/go/contactcenter/



© Cisco Systems, Inc. All rights reserved.



目次

新機能および変更された機能に関する情報 1第 1 章

新機能および変更された機能に関する情報 1

概要 3第 2 章

レガシー/クラシックネットワークの NDFCの理解 3

ブラウンフィールド展開のサポート 10

注意事項と制約事項 12

推奨されるプラットフォームおよびソフトウェアバージョン 13

前提条件 14

Day 0構成 17第 3 章

拡張クラシック LANファブリックの構成 17

外部接続ネットワークファブリックの構成 34

ファブリックグループの作成 42

Day 1構成 47第 4 章

レイヤ 2ネットワークの作成 47

レイヤ 3ネットワークの作成 53

VRF Lite拡張機能の構成 60

Day 2構成 69第 5 章

Day 2構成の場所情報 69

Cisco Nexus Dashboard Fabric Controllerのレガシー/クラシックネットワークの管理
iii



Cisco Nexus Dashboard Fabric Controllerのレガシー/クラシックネットワークの管理
iv

目次



第 1 章

新機能および変更された機能に関する情報

•新機能および変更された機能に関する情報（1ページ）

新機能および変更された機能に関する情報
次の表は、この最新リリースまでの主な変更点の概要を示したものです。ただし、今リリース

までの変更点や新機能の一部は表に記載されていません。

説明特長リリースバージョン

このユースケースドキュメン

トの初版。

このユースケースドキュメン

トの初版。

NDFCリリース 12.1.3
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第 2 章

概要

•レガシー/クラシックネットワークの NDFCの理解（3ページ）
•ブラウンフィールド展開のサポート（10ページ）
•注意事項と制約事項（12ページ）
•推奨されるプラットフォームおよびソフトウェアバージョン（13ページ）
•前提条件（14ページ）

レガシー/クラシックネットワークの NDFCの理解
このドキュメントでは、 Cisco Nexus Dashboard Fabric Controller（NDFC）を使用して、レガ
シー/クラシックネットワークを管理、維持、およびモニタする方法について説明します。
NDFCを使用してレガシー/クラシックネットワークを管理する方法をよりよく理解するには、
プロセスで使用されるすべての要素を最初に理解することが役立ちます。

•次のセクションでは、このプロセスで使用されるソフトウェアコンポーネントについて説
明します。

• NDの理解（4ページ）

• NDFCの概要（4ページ）

•レガシー/クラシック展開について（4ページ）では、標準規格レガシー/クラシック展
開に関する情報について説明します。

•サポートされるレガシー/クラシックネットワークトポロジ（6ページ）では、NDFC
を介してレガシー/クラシックネットワークを管理するときにサポートされる 2つのトポ
ロジタイプについて説明します。

•アクセス集約デバイス接続について（9ページ）は、アクセスデバイスを集約デバイス
に接続するためのさまざまなオプションを提供します。

•レガシー/クラシックネットワークを管理するためのNDFCファブリックテンプレートの
使用方法について（10ページ）では、NDFCファブリックテンプレートを使用して、こ
れらのタイプの標準規格レガシー/クラシック展開を管理する方法について説明します。

Cisco Nexus Dashboard Fabric Controllerのレガシー/クラシックネットワークの管理
3



NDの理解

Cisco Nexus Dashboard（ND）は、複数のデータセンターサイト向けの中央管理コンソールで
あり、Nexus Dashboard Insightsや Nexus Dashboard Orchestratorなどの Ciscoデータセンター運
用アプリケーションをホストするための共通プラットフォームです。これらのアプリケーショ

ンは、すべてのデータセンターサイトで広く利用でき、ネットワークポリシーと運用のリアル

タイム分析、可視性、およびアシュアランスを提供します。Cisco Nexus Dashboard Orchestrator
は、ホストされたアプリケーションとしてNexus Dashboardで実行することもできます。

Nexus Dashboardは、上述のマイクロサービスベースのアプリケーションに共通のプラット
フォームと最新のテックスタックを提供し、さまざまな最新アプリケーションのライフサイク

ル管理を簡素化しながら、これらのアプリケーションを実行し維持するための運用オーバー

ヘッドを削減します。また、ローカルにホストされているアプリケーションと外部のサード

パーティ製アプリケーションの中央統合ポイントも提供します。

各 Nexus Dashboardクラスタは通常、1つまたは 3つのマスターノードで構成されます。また、
3ノードクラスタの場合、マスターノードで障害が発生した際に簡単にクラスタを回復させら
れるよう、いくつかのワーカーノードをプロビジョニングして、水平スケーリングやスタンバイ

ノードを有効化できます。このリリースでサポートされるワーカーノードとスタンバイノードの

最大数については、Cisco Nexusダッシュボードリリースノートの「検証済みのスケーラビリ
ティ制限」セクションを参照してください。

NDFCの概要

Cisco Nexus Dashboard Fabric Controller（NDFC、旧称Data CenterネットワークManager、また
は DCNM）は、Kubernetesベースのマイクロサービスアーキテクチャを使用する Cisco Nexus
Dashboard（ND）でのみ使用可能なサービスです。NDFCは、NX-OS、IOS-XE、IOS-XRデバ
イスなどのCiscoデバイス、およびCisco以外のデバイスを使用した無数の展開環境に対して、
包括的なライフサイクル管理、構成、および自動化を提供します。

NDFCの使用を開始するには、最初に NDクラスタが必要です。NDは、リモート対応または
物理フォームファクタのマスターノードとワーカーノードのクラスタとして展開されます。

NDFCをホストする特定のクラスタに必要なノードのタイプと数は、管理対象スイッチの規
模、および NDFCが LAN、 SAN、またはメディアファブリックのいずれに使用されるかに
よって異なります。同じクラスタで NDFCを Insightsなどのサービスと共同ホストし、従来の
イーサネットやVXLANなどのさまざまなアーキテクチャに同時にNDFCを使用することがで
きます。

[NDFCキャパシティプランニングツール（NDFCCapacity planning tool）]を使用して、スケー
ルに必要なNDノードの数を決定できます。NDクラスタが形成され、正常な状態になったら、
NexusDashboardに直接リンクされているCiscoAppStoreからNDFCをインストールできます。
サービスを有効にすると、クラスタは、有効になっているスケールと機能に応じて、必要なリ

ソースをインテリジェントに決定します。

レガシー/クラシック展開について

通常、レガシー/クラシックデータセンター展開は、「Data Center Multi-Tierモデルデザイン」
で説明されているように 3層またはレイヤーで構成されています。
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概要

レガシー/クラシックネットワークの NDFCの理解

https://www.cisco.com/c/en/us/support/data-center-analytics/nexus-dashboard/products-release-notes-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/data-center-analytics/nexus-dashboard/products-release-notes-list.html
https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/dcn/tools/nd-sizing/index.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/solutions/Enterprise/Data_Center/DC_Infra2_5/DCInfra_2.html


• [アクセスレイヤ（Access layer）]：アクセス層は、サーバリソースへの物理レベルのア
タッチメントを提供します。サーバトラフィックをギガビットイーサチャネルまたは 10
GigE/10ギガビットイーサチャネルのアップリンクに集約して、集約レイヤにつなげるた
め、アクセスレイヤは、データセンターで最初のオーバーサブスクリプションポイント

です。スパニングツリールーティングプロトコルは、使用するアクセス層モデルに応じ

て、集約レイヤからアクセス層に拡張されます。

• [集約レイヤ（Aggregation layer）]：集約レイヤは、データセンターインフラストラク
チャのレイヤ 3とレイヤ 2の境界です。通常、集約レイヤは、データセンターのファイア
ウォールやその他のサービスの接続ポイントでもあります。多数のアクセスレイヤアッ

プリンクが接続されている集約レイヤは、データセンターに出入りする数千のセッション

を集約する主な責任を負います。集約スイッチは、多くの 10 GigEおよび GigEインター
コネクトをサポートしながら、高速スイッチングファブリックと高い転送レートを提供で

きる必要があります。また、集約レイヤは、サーバ負荷バランシング、ファイアウォー

ル、アクセス層スイッチ間のサーバへのSSLオフロードなどの付加価値サービスも提供し
ます。

• [コアレイヤ（Core layer）]：コアレイヤは、複数のデータセンター集約デバイスの相互
接続を提供し、複数の集約モジュール間の高速パケットスイッチング用のファブリックを

提供します。このレイヤは、エクストラネット、WAN、インターネットエッジなど、他
のモジュールが接続するキャンパスコアへのゲートウェイとして機能します。データセ

ンターコアに接続しているすべてのリンクは、すべてレイヤ3で終端され、通常高レベル
のスループットやパフォーマンスをサポートし、オーバーサブスクリプションレベルを満

たすために 10 GigEインターフェイスが使用されます。

次の図は、データセンターマルチ階層モデルトポロジの例を示します。
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サポートされるレガシー/クラシックネットワークトポロジ

次のセクションで説明するように、サポートされるレガシー/クラシックネットワークトポロ
ジには 2つのタイプがあります。

3層階層型トポロジ

このタイプのレガシー/クラシックネットワークでは、トポロジは次の 3つの階層に分割され
ます。

•アクセス

•集約

•コア

次の図は、この 3層トポロジの例を示しています。
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このトポロジの場合：

•このトポロジでは、レイヤ 2/レイヤ 3境界は集約レベルで発生します。

•拡張クラシック LANファブリックテンプレートを使用して、アクセスおよび集約層に使
用されるファブリックを構成します。このファブリック内のスイッチのロールを次のいず

れかのロールに設定します。

• [アクセスロール（Access role）]：アクセスデバイスは通常、エンドホストまたは
サーバに接続され、レイヤ 2構成になっています。アクセスデバイスを vPCペアと
して構成して、冗長性を向上させることができます。

• [集約ロール（Aggregation role）]：集約デバイスは、常に vPCペアとして拡張クラ
シックLANファブリックに展開されます。単一の拡張クラシックLANファブリック
に複数のアグリゲーションvPCペアを設定できます。通常、集約デバイスまたは流通
デバイスはレイヤ 2/レイヤ 3境界を提供するため、このレイヤで目的のファースト
ホップ冗長プロトコル（FHRP）を使用して適切な SVIを有効にできます。すべての
ルーテッド（サブネット内）トラフィックは、集約レイヤを介して転送されます。

Cisco Nexus Dashboard Fabric Controllerのレガシー/クラシックネットワークの管理
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•外部ネットワーク接続ファブリックテンプレートを使用して、コア層に使用するファブ
リックを構成します。このファブリック内のスイッチのロールを [コアルータ（Core
Router）]または [エッジルータ（Edge Router）]のロールに設定します。

2つのファブリックテンプレートタイプの詳細については、レガシー/クラシックネットワー
クを管理するための NDFCファブリックテンプレートの使用方法について（10ページ）を
参照してください。

前の図に示されている集約ペアは1つだけです。ただし、グリーンフィールド展開では、この
種のトポロジが Cisco Nexus Dashboard Fabric Controllerによって管理されている場合、複数の
集約ペアを使用できます。

（注）

2層コラスプトコアトポロジ

このタイプのレガシー/クラシックネットワークでは、トポロジは次の 2つの階層に分割され
ます。

•アクセス

•コラプストコア

このトポロジの場合：

•このトポロジでは、コアおよび集約層は、「コラプストコア」層と呼ばれる単一の混合層
にコラプスされます。レイヤ 2/レイヤ 3の境界は、コラスプトコア階層で発生します。

Cisco Nexus Dashboard Fabric Controllerのレガシー/クラシックネットワークの管理
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•拡張クラシックLANファブリックテンプレートを使用して、コラスプトコア層に使用さ
れるファブリックを構成します。詳細については、「レガシー/クラシックネットワーク
を管理するための NDFCファブリックテンプレートの使用方法について（10ページ）」
を参照してください。

各階層で使用されるスイッチ

Ciscoの機器を使用する一般的なレガシー/クラシックネットワークでは、 Cisco Nexus 7000シ
リーズスイッチは集約レイヤとコアレイヤに展開され、 Cisco Nexus Nexus 5000および 6000
シリーズスイッチはアクセス層に展開されます。また、CiscoNexus 2000シリーズファブリッ
クエクステンダスイッチを集約レイヤまたはアクセスレイヤに接続することもできます。

Cisco Nexus 9000および 3000シリーズスイッチは、コア、集約、またはアクセスレイヤで使
用できます。ただし、NDFCで新しい拡張クラシック LANファブリックテンプレートを使用
する場合は、 Cisco Nexus 7000および 9000シリーズスイッチのみがサポートされます。

アクセス集約デバイス接続について

サポートされるレガシー/クラシックネットワークトポロジ（6ページ）で説明されている
3層階層トポロジでは、次のいずれかのオプションを使用して、アクセスデバイスを集約デバ
イスに接続できます。

• [トポロジ 1（Topology 1）]：アクセスデバイスに対して active-active（FEX-AA）モード
のファブリックエクステンダを使用するなど、同じアクセス（両方の集約デバイスに接続

された 1つのアクセスデバイス）との vPC集約ペアリング。

• [トポロジ 2（Topology 2）]：アクセスデバイスのストレートスルー（FEX-ST）モードで
ファブリックエクステンダを使用するなど、個別のアクセス（いずれかの集約デバイスに

接続されている各アクセスデバイス）との vPC集約ペアリング。

• [トポロジ 3（Topology 3）]：バックツーバック vPCペアリングによる vPCアクセスを使
用した vPC集約ペアリング」

これらのアクセス集約デバイス接続の場合、拡張クラシック LANファブリックテンプレート
に必要な構成情報を入力し終えた後に [再計算して展開（RecalculateandDeploy）]を選択する
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と、NDFCはアクセスレイヤデバイスと集約レイヤデバイス間の接続を自動的に検出し、検
出された上記のサポートされているトポロジに基づいて適切な構成を行います。

上記のサポートされているトポロジのいずれにも該当しない Access-Aggregationデバイス接続
がある場合、拡張クラシック LANファブリックテンプレートに必要な構成情報の入力を完了
した後に [再計算して展開（Recalculate and Deploy）]を選択すると、NDFCはエラーを返しま
す。

（注）

レガシー/クラシックネットワークを管理するための NDFCファブリックテンプレートの使用
方法について

NDFCを介してレガシー/クラシックネットワークを管理するプロセスの一環として、さまざ
まなNDFCファブリックテンプレートを使用して、さまざまな層に使用されるファブリックを
作成します。

• [拡張クラシックLANファブリックテンプレート（EnhancedClassicLANfabric template）]：
サポートされるレガシー/クラシックネットワークトポロジ（6ページ）で説明されて
いるように、拡張クラシック LANファブリックテンプレートは、次のいずれかのタイプ
の層のファブリックを構成するために使用されます。

• 3層トポロジの場合、拡張クラシック LANファブリックテンプレートを使用して、
アクセスおよび集約層に使用されるファブリックを構成します。

• 2層（コラスプトコア）トポロジの場合は、拡張クラシック LANファブリックテン
プレートを使用して、そのトポロジの両方の層に使用されるファブリックを構成しま

す。

• [外部ネットワーク接続ファブリックテンプレート（External Network Connectivity fabric
template）]：サポートされるレガシー/クラシックネットワークトポロジ（6ページ）
で説明されているように、外部ネットワーク接続ファブリックテンプレートは、3層トポ
ロジのコア階層専用のファブリックを構成するために使用されます。

ブラウンフィールド展開のサポート
既存のブラウンフィールド拡張クラシックネットワークを NDFCにインポートできます。す
べてのインテントがNDFCによって学習され、スイッチ上の構成が保持されることで、中断の
ない操作が可能になります。これらのインポートされたネットワークは、NDFCによって段階
的に管理および維持できます。

ブラウンフィールド展開の場合は、拡張クラシック LANファブリックを作成し、既存のレガ
シー 3階層展開に従ってファブリック設定を設定する必要があります。たとえば、eBGPが集
約およびコアレイヤー間の VRF Liteプロトコルとして使用される場合、拡張クラシック LAN
ファブリックの構成時に選択し、適切な ASNを提供する必要があります。

ブラウンフィールド展開では、次の追加構成を行います。

Cisco Nexus Dashboard Fabric Controllerのレガシー/クラシックネットワークの管理
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•ファブリック設定で適切なスパニングツリープロトコル関連パラメータを設定する必要
があります。

•デフォルトでは、これらのオプションはファブリック設定で有効になっているため、不要
な場合は NX- APIを無効にします。

• [Preserve Config] = [Yes]オプションを使用して、この拡張クラシック LANファブリック
にスイッチをインポートします。

•デフォルトでは、すべてのロールが [アクセス（Access）]に設定されるため、集約デバイ
スのロールを設定します。

ブラウンフィールド展開用の拡張クラシック LANファブリックテンプレートで必要な構成を
行った後、[再計算して展開（Recalculate and Deploy）]を選択します。NDFCは、スイッチで
さまざまな事前チェックを実行します。

•集約デバイスは vPCペアとして構成する必要があります。それ以外の場合、NDFCはエ
ラーを返します。

• vPC整合性チェックは、vPCペアで CONSISTENTを示す必要があります。 vPCペアは、
集約レイヤでは必須ですが、アクセスレイヤではオプションです。アクセスレイヤで構

成されている場合、vPCペアは一貫している必要があります。

•拡張クラシック LANファブリックにインポートされる現在の展開が、このセクションで
前述したサポートされる接続オプションのいずれかを使用していることが確認されること

を確認するため、さまざまなトポロジチェックが実施されます。他のトポロジが検出され

た場合、NDFCはエラーを返します。

•ファブリック設定に入力した First Hop Redundancy Protocol（FHRP）の構成は、集約レイ
ヤスイッチでの構成と一致している必要があります。

ブラウンフィールドインポートプロセスの一部であるすべての事前チェックに合格すると、

NDFCによって集約およびアクセスレイヤからの出力に関連する show vlanおよび show vrf

が収集されます。

• VLANは、レイヤ 2のみであるか、ファブリック設定で設定された適切なFHRPを使用し
て集約レイヤで構成されたレイヤ 3 SVIがある場合、トップダウン VLANと見なされま
す。

•すべての VRFはトップダウン VRFと見なされます。

すべての vPCペアリング関連情報（vPCドメイン、vPCピアKPA、vPCピアリンクなど）は、
集約デバイスと、該当する場合はアクセスレイヤデバイスに対して学習されます。さらに、

アクセス、トランク、ルーテッド、サブインターフェイス、ポートチャネル、vPCなどに関連
する構成など、すべてのインターフェイス関連の構成がブラウンフィールドインポート中に学

習されます。集約レイヤとアクセスレイヤの間で接続されたポートチャネルと vPCは、アク
セスデバイスから集約デバイスへのマッピングとともに、uplink_accessポリシーに適切にマッ
ピングされます。さらに、ネットワーク/VRFアタッチメントの場合、VRF Lite関連の構成も
ブラウンフィールドインポートの一部として拡張クラシック LANファブリックで学習されま
す。
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注意事項と制約事項
以下は、レガシー/クラシックネットワークの NDFCを構成する際の注意事項および制限事項
です。

•拡張クラシック LANファブリックでは、Cisco Nexus 7000シリーズスイッチの管理 VDC
をサポートしません。ファブリックはデフォルトおよびユーザー VDCのみをサポートし
ます。

•グリーンフィールドまたはブラウンフィールドのレガシー/クラシックネットワークを
NDFCとともに構成するためのサポートを提供しています。

•ブラウンフィールドレガシー/クラシックネットワークの場合は、ブラウンフィール
ドファブリックを NDFCに持ち込んで管理する前に、完全に機能し、動作している
ファブリックがあることが前提です。

• Ciscoファブリックパスで構成されているレガシー/クラシックネットワークは、NDFC
へのブラウンフィールドインポートとしてサポートされません。

•インバンド管理およびインバンド POAPは、拡張クラシック LANファブリックタイプで
デバイスはサポートされません。

•以下の層で vPC構成が必要です。

• 3層トポロジの集約層

• 2層トポロジのコラプストコア層

•グリーンフィールド展開の場合は、次の注意事項および制限事項が適用されます。

• 3層トポロジの集約層に複数の集約ペアを構成できます。ただし、各集約ペアに vPC
を構成する必要があります。

•以下のトポロジは、ブラウンフィールド展開のサポート（10ページ）で説明される
ように、ブラウンフィールド展開でサポートされます。

ただし、グリーンフィールド展開の場合、トポロジ 2bはサポートされません。
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グリーンフィールド展開向けの展開の [トポロジ 2a（Topology 2a）]タイプを構成す
る場合、これらの手順に従い、グリーンフィールド展開でサポートされない [トポロ
ジ 2b（Topology 2b）]構成と区別します。

1. 拡張クラシックLANファブリックの [ファブリック概要（Fabric Overview）]ペー
ジで、[スイッチ（Switches）]タブをクリックし、vPCペアの一部になる集約ス
イッチのいずれかをクリックして、[アクション（Actions）] > [ToR/アクセスペ
アリング（ToR/Access Pairing）]をクリックします。

2. [ToR/アクセスペアリング（ToR/Access Pairing）]ウィンドウで、[アクセス
（Access）]スイッチを選択し、および [保存（Save）]をクリックします。

[VPCペアとしてToR/アクセスペアリングを完了する（Complete
ToR/Access Pairing as VPC Pair）]チェックボックスはオンにし
ないでください。

（注）

3. [ファブリック概要（Fabric Overview）]ページで、ページ上部の [アクション
（Actions）]をクリックし、[再計算と展開（Recalculate and Deploy）]を選択し
ます。

展開が完了し、スイッチの構成ステータスが [同期中（In-Sync）]になるのを待
ち、通常通りに構成手順を続行します。

•以下のスイッチは、拡張クラシック LANテンプレートでサポートされます。

• Cisco Nexus 7000/9000スイッチ

• Cisco Nexus 2000シリーズファブリックエクステンダスイッチ

•以下のトポロジがサポートされます。

• 2層コラスプトコアトポロジ（アクセス/集約/コア層）：

• 2層コラスプトコアトポロジ（以下の場合）：

•第 1層（アクセス層）は、3層トポロジのアクセス層と同じです。

•第2層（コアプストコア層）は、3層トポロジの集約層とコア層を1つのユニファ
イド層と組み合わせます。

推奨されるプラットフォームおよびソフトウェアバー

ジョン
以下は、プラットフォームおよびソフトウェアの推奨されるバージョンです。
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•推奨されるソフトウェアバージョン

• Nexus Dashboard：リリース 3.0.1以降

• NDFC：リリース 12.1.3以降

•推奨されるプラットフォーム：

•アクセスおよび集約レイヤ：

• Cisco Nexus 9000シリーズスイッチ（推奨されるリリースバージョン：NX-OS
リリース 9.3.11以降）

• Cisco Nexus 7000シリーズスイッチ

• Cisco Nexus 2000シリーズファブリックエクステンダスイッチ

•コアレイヤー：

• Cisco Network Convergence System（NCS）5500シリーズ

• Cisco Nexus 7000または 9000シリーズスイッチ

• Cisco Catalyst 9000シリーズスイッチ

• Cisco ASR 9000シリーズアグリゲーションサービスルータ

前提条件
レガシー/クラシックネットワークでNDFCを構成する前に、以下の前提条件タスクを完了し、
Nexus Dashboardクラスタを構成して、NDFCサービスが正常であることを確認します。

1. 仮想または物理 Nexus Dashboard（ND）ノードを構成して、クラスタを形成します。

• [NexusDashboardキャパシティプランニングツール（NexusDashboardCapacity Planning
tool）]を使用して、お使いの展開のフォームファクタおよびサポートされるスケール
ごとのノード数を決定します。

•クラスタノードは、データインターフェイスで隣接するレイヤ 2またはレイヤ 3にす
ることができます。

•可用性を高めるため、スタンバイノードにすることをお勧めします。

『Cisco Nexus Dashboard展開ガイド、リリース 2.3.x以降』に記載されている手順を使用
して、Nexus Dashboardを展開します。

2. Nexus Dashboard Fabric Controller（NDFC）を構成します。

『Cisco Nexus Dashboard Fabric Controllerインストールおよびアップグレードガイド、リ

リース 12.1.2以降』および『Cisco Nexus Dashboard Fabric Controller展開ガイド』に記載さ
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れている手順を使用して、以前の手順で構成されたNDクラスタでNDFCサービスをイン
ストールします。

3. NDFCを介して管理する NDFCサービスおよびスイッチ間の到達可能性を確認します。

• NexusDashboardで、[インフラストラクチャ（Infrastructure）]> [クラスタ構成（Cluster
Configuration）]に移動し、NDクラスタからのスイッチの到達可能性のため、適切な
ルートを定義します。

•管理またはデータサブネットを介して、SNMPおよび POAPの外部サービスプール
を定義します。

クラシック LANはスイッチのアウトオブバンド管理のみをサポートしているため、
NDFCで以下の設定を構成します。

1. Nexus Dashboard Fabric Controllerで、[設定（Settings）] > [サーバ設定（Server
Settings）]に移動し、[管理（Admin）]タブをクリックします。

2. [LANデバイス管理接続（LAN Device Management Connectivity）]フィールドで、
[管理（Management）]を選択します。
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4. NDFCで必要な機能を構成します。

NDFCで、[機能管理（Feature Management）]をクリックし、[ファブリックコントロー
ラ（Fabric Controller）]ボックスをクリックして、[機能名（Feature Name）]列で以下を
選択します。

• [ファブリックビルダ（Fabric Builder）]：必須。NX-OSおよびその他デバイスの簡
単なファブリック機能を可能にします。

• [パフォーマンスモニタリング（Performance Monitoring）]：オプション。環境およ
びインターフェイス統計情報をモニタします。
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第 3 章

Day 0構成

•拡張クラシック LANファブリックの構成（17ページ）
•外部接続ネットワークファブリックの構成（34ページ）
•ファブリックグループの作成（42ページ）

拡張クラシック LANファブリックの構成
これらの手順では、NDFCを介してレガシー/クラシックネットワークの一部を管理するため
に使用される拡張クラシック LANファブリックを構成します。

•既存のレガシー/クラシックネットワークを 3層トポロジシナリオに落とす場合、その 3
層トポロジのアクセスおよび集約層に使用されるファブリックを構成します。

Cisco Nexus Dashboard Fabric Controllerのレガシー/クラシックネットワークの管理
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この場合、後のセクションで階層用に別の外部接続ネットワークファブリックを構成しま

す。

•既存のレガシー/クラシックネットワークが 2層（コラスプトコア）トポロジのシナリオ
に該当する場合は、その 2層トポロジの両方の層に使用されるファブリックを構成しま
す。

Cisco Nexus Dashboard Fabric Controllerのレガシー/クラシックネットワークの管理
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この場合、コアおよび集約層は、「コラプストコア」層と呼ばれる単一の混合層にコラプ

スされます。

これらの構成には、拡張クラシック LANファブリックテンプレートを使用します。そのファ
ブリックテンプレートの詳細については、「拡張クラシック LAN」を参照してください。

始める前に

これらの手順を開始する前に、前提条件（14ページ）に記載されているすべての必要なタス
クを完了していることを確認します。

手順

ステップ 1 NDFCで、[LAN] > [ファブリック（Fabrics）]に移動します。

すべての構成されたファブリックを示すページが表示されます。
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ステップ 2 [アクション（Actions）] > [ファブリックの作成（Create Fabric）をクリックします。

ステップ 3 [ファブリックの作成（CreateFabric）]画面で、拡張クラシックLANファブリックの名前を入力し（例：
Access-Agg-Fab）、[テンプレートの選択（Choose Template）]をクリックします。

ステップ 4 拡張クラシック LANテンプレートを選択し、[選択（Select）]をクリックします。
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ステップ 5 [拡張クラシック LAN（Enhanced Classic LAN）]テンプレートの [一般パラメータ（General Parameters）]タ
ブで、必要な構成を行います。

[一般パラメータ（General Parameters）]ページでは、次の構成が必須です。

• [ルーティングプロトコル（Routing Protocol）]フィールドで、必要に応じて、この拡張クラシック
LANファブリックと次のセクションで構成する外部接続ネットワークファブリック間のルーティン
グプロトコルを選択します。

オプションは、次のとおりです。

• ebgp

• ospf

• [なし（none）]：[なし（none）]オプションが選択されている場合、NDFCはピアリングプロ
トコルを構成しません。必要に応じて、このオプションを使用してピアリングプロトコルを手

動で設定する必要があります。

• [ルーティングプロトコル（Routing Protocol）]が ebgpの場合は、[BGP ASN]フィールドに、重複
しない一意の値を入力します。

この使用例では、拡張クラシック LANファブリックに割り当てられる BGP ASN番号として 65535

を使用します。

残りのフィールドはオプションです。これらは Ciscoのベストプラクティスに基づいて自動的に構成さ
れていますが、必要に応じて変更できます。たとえば、[一般パラメータ（General Parameters）]ページ
に表示されます。

ステップ 6 [スパニングツリー（Spanning Tree）]タブで、セットアップに必要な構成を行います。

例えば、[スパニングツリールートブリッジプロトコル（Spanning-tree Root Bridge Protocol）]フィー
ルドで、[rpvst+]（RapidPer-VLANSpanningTree）オプションはデフォルトで選択されていますが、[mst]

（Multiple Spanning Tree）および [unmanaged]（STP root not managed by NDFC）オプションも許容可能で
す。
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ステップ 7 [ブートストラップ（Bootstrap）]タブで、NDFCが拡張クラシックLANファブリック内のスイッチを検
出する方法を決定します。

次の 2つの方法のいずれかを使用して、ファブリック内のスイッチを検出できます。

• NDFCがスイッチを検出できるようにするために必要な情報を手動で入力します。このオプション
は、検出する必要があるスイッチで、アウトオブバンド管理 IPアドレスなどの特定のパラメータを
すでに構成している場合に適用されます。

この方法を使用する場合は、手順の後半でその手順を示します（ステップ 10（25ページ））。

• NDFCの Power OnAuto Provisioning（POAP）機能を使用します。このオプションは、管理 IPアドレ
ス、デフォルトルート、およびスタートアップ構成など特定のパラメータが検出する必要があるス

イッチでまだ構成されていない場合に便利です。

POAPは、ネットワークに初めてデバイスを展開する際に、ソフトウェアイメージのインストール
やアップグレードのプロセス、およびコンフィギュレーションファイルのインストールプロセスを

自動化します。POAPを使用すると、手動構成を実行せずにデバイスを起動できます。POAP機能が
有効なデバイスが起動し、スタートアップ構成が見つからない場合、デバイスは POAPモードに入
り、DHCPサーバーを検索し、インターフェイス IPアドレス、ゲートウェイ、およびDNSサーバー
の IPアドレスを使用して自身のブートストラップを実行します。デバイスは TFTPサーバーの IPア
ドレスを取得し、構成スクリプトをダウンロードします。このスクリプトは、スイッチが適切なソ

フトウェアイメージと構成ファイルをダウンロードしてインストールできるようにします。

次の点に注意してください。
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•拡張クラシック LANファブリックタイプのスイッチでは、アウトオブバンド POAPのみがサ
ポートされます。

• NDFCはローカル DHCPサーバとして構成でき、POAPフェーズ中にスイッチから要求された
ときに IPアドレスを渡します。スイッチが IPアドレスを取得すると、到達可能性のデフォルト
ルートと必要なスタートアップ構成（オプションで、スイッチの起動に使用するイメージ）が

スイッチにプッシュされます。または、外部 DHC Pサーバもサポートされます。

このメソッドを使用する場合は、次の手順に従って POAP機能を構成します。

1. このページの [ブートストラップ（Bootstrap）]タブをクリックして、[ブートストラップ
（Bootstrap）]領域で必要な構成を行います。

2. [ブートストラップの有効化（Enable Bootstrap）]フィールドのチェックボックスをオンにしま
す。

3. （オプション）[ローカル DHCPサーバの有効化（Enable Local DHCP Server）]フィールドの
チェックボックスをオンにします（NDFC as DHCPサーバ）。

4. POAPループ中にスイッチが事前プロビジョニングされるとすぐにスイッチに送信されるサブ
ネット範囲とデフォルトゲートウェイを定義します。
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ステップ 8 必要に応じて、残りのタブで拡張クラシック LANファブリックのテンプレートに追加の構成を行いま
す。

次のタブの値の更新はすべてオプションです。

• [VPC]：vPCのデフォルト値を変更します。
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• [詳細（Advanced）]：サブ操作と CoPPプロファイルに使用するAAA、NXAPI、またはテンプレー
トのエントリを変更し、アクセススイッチやアグリゲーションスイッチのグループフリーフォーム

構成を変更します。

• [リソース（Resources）]：デフォルトの IPおよびサブネット範囲のエントリを変更します。

• [管理（Manageability）]：DNS、NTP、および syslogサーバ設定のエントリを変更します。

• [構成バックアップ（Configuration Backup）]：自動ファブリックレベルバックアップのケーデンス
を定義するためのエントリを変更します。

• [フローモニタ（Flow Monitor）]：Netflowを有効にするエントリを変更します。

拡張クラシック LANファブリックテンプレートのこれらのフィールドに関する詳細は、「xref2：拡張

クラシック LAN KB article.」を参照してください。

ステップ 9 拡張クラシックLANファブリックテンプレートに必要な構成を完了したら、[保存（Save）]をクリック
します。

[LANファブリック（LAN Fabric）]ページが再び表示され、新しく作成された拡張クラシックLANファ
ブリックが構成済みファブリックのリストに追加されます。

ステップ 10 必要に応じて、NDFCが拡張クラシックLANファブリック内のスイッチを検出できるように必要な情報
を入力します。

（注）

前の手順で NDFCの [ブートストラップ（Bootstrap）]領域で [ブートストラップを有効化（Enabled
Bootstrap）]にした場合は、このステップの手順を実行する必要はありません。

この手順に進む前に、NDFCとこれらのスイッチの間に到達可能性があることを確認します。

a) 拡張クラシック LANファブリックの [概要（Overview）]で、[スイッチ（Switches）]タブをクリッ
クし、[アクション（Action）] > [スイッチの追加（Add Switches）]をクリックします。

b) [スイッチの追加（Add Switches）]画面で、[検出（Discover）]オプションが選択されていることを
確認し、スイッチを検出するために必要な情報を追加します。

• [シード IP（Seed IP）]フィールドに、スイッチの管理 IPアドレスを入力します。スイッチのア
ウトオブバンド管理のみがサポートされます。

• [構成の保存（Preserve Config）]フィールドで、適切な選択を行います。

[構成の保持（Preserve Config）]フィールドのチェックボックスをオフにすると、管理 IPアド
レス、デフォルトゲートウェイ、および起動変数を除くすべての既存の構成が消去され、新し

い構成が NDFCからプッシュされます。

• NDFCが管理するグリーンフィールド展開を導入する場合は、既存の構成がスイッチで保持
されないように、ボックスのチェックボックスをオフにします。

• NDFCが管理するブラウンフィールド展開を導入する場合、スイッチの既存の構成を保持す
る場合はチェックボックスをオンにします。それ以外の場合、スイッチの既存の構成を保

持しない場合は、チェックボックスをオフにします。
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•スイッチを検出するのに必要な [スイッチの追加（Add Switches）]画面に残りの情報を入力しま
す。

c) [スイッチの検出（Discover Switches）]をクリックします。

表示される確認ポップアップウィンドウで [確認（Confirm）]をクリックします。

d) [検出結果（Discovery Results）]画面で、拡張クラシック LANファブリックにインポートされてい
るスイッチの隣にあるチェックボックスをオンにして、[スイッチの追加（Add Switches）]をクリッ
クします。
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プロセスが完了すると、ステータスが [スイッチが追加されました（SwitchAdded）]に変わります。
[閉じる（Close）]をクリックしてウィンドウを閉じます。

ステップ 11 拡張クラシック LANファブリック内のスイッチのロールを定義します。

拡張クラシック LANファブリックでスイッチが検出されたら、次の手順では、それらのスイッチのロー
ルまたは目的を定義します。スイッチに割り当てるロールに基づいて、NDFCによって適切な構成が生
成され、スイッチにプッシュされます。

この手順では、拡張クラシック LANファブリックのスイッチで次のロールを使用できます。

• [アクセスロール（Access role）]：通常は、3層階層ネットワークトポロジまたは 2層コラスプトコ
アトポロジのいずれかのアクセス階層のスイッチに、このロールを手動で割り当てます。

ただし、デフォルトで [拡張クラシック LAN（Enhanced Classic LAN）]テンプレートを使用するファブ

リックで検出されるすべての Nexus 9000スイッチが、[アクセス（Access）]ロールに自動的に割り
当てられます。これは、このタイプのファブリックで使用されるスイッチの大部分は、通常、アク

セス階層で使用されるためです。そのため、この場合、これらの特定のNexus9000スイッチに [アク
セス（Access）]ロールを手動で割り当てる必要はありません。

• [集約ロール（Aggregation role）]：このロールを次のスイッチに割り当てます。

• 3層階層ネットワークトポロジについては、レイヤ 2/レイヤ 3の区分として、集約層のスイッ
チに [集約（Aggregation）]ロールを割り当てます。集約は、スパニングツリーブリッジおよ
び関連する FHRP構成を持つゲートウェイとしても機能します。
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• 2層コラプストコアトポロジについては、コアおよび集約レベルが同じスイッチに統合される
コラプストコア層のスイッチに [集約（Aggregation）]ロールを割り当てます。これらのスイッ
チは、レイヤ 2/レイヤ 3の境界、ブリッジ、ゲートウェイとして機能し、WANにも接続します
（オプションで、集約レイヤで完全にサポートされる VRF-Liteを使用）。

a) スイッチの検出プロセスが完了したら、必要に応じて [スイッチ（Switches）]タブに戻ります。

b) このファブリックで検出されたすべてのNexus9000スイッチのロールが自動的に [アクセス（Access）]
に設定されていることを確認します。

前述したように、このファブリックタイプのすべての Nexus 9000スイッチが [アクセス（Access）]
ロールに割り当てられたことで、3層のアクセス層のすべてのスイッチ、または 2層コラプストコア
トポロジのすべてのスイッチにこのロールを手動で割り当てる必要はありません。

さらに、プロセスのこの時点でスイッチにプッシュされた構成がないため、すべてのスイッチの [構
成ステータス（Config Status）]列に NAと表示されます。

c) 集約ロールを割り当てるスイッチの横にあるボックスをクリックします。

d) [アクション（Actions）]、 > [ロールの設定（）]をクリックします。

e) スイッチのロールのリストから [集約（Aggregation）]を選択し、[選択（Select）]をクリックしま
す。
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表示される警告ポップアップの [OK]をクリックします。

ステップ 12 スイッチに vPCペアリングを構成します。

ロールが定義されると、[アクセス（Access）]または [集約（Aggregation）]ロールが割り当てられたス
イッチの vPCペアリングを構成できます。

• [アクセス（Access）]ロールで定義されたスイッチの場合、vPCが推奨されますが、必須ではありま
せん。

• [集約（Aggregation）]ロールで定義されているスイッチについては、Ciscoのベストプラクティス
に基づき推奨されているため、[拡張クラシック LAN（Enhanced Classic LAN）]テンプレートを使用し

て構成されるファブリックに必須です。

両タイプのスイッチで、[ファブリック設定（Fabric Settings）]の [詳細（Advanced）]タブの関連設定
がデフォルトで有効になっており、これにより、NDFCでオプションのトラフィックエンジニアリング
のアクセスまたは集約スイッチを自動的に検出およびペアリングできます。必要に応じて、[詳細（
Advanced）]タブの [集約/アクセス自動ペアリングの有効化（Enable Agg/Access Auto Pairing）]フィー
ルドでこの機能を無効化にできます。

次の vPCペアリングオプションがサポートされています。

•バックツーバック

•ポートチャネル
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•トランクポート

次の手順は、3層の階層型ネットワークトポロジまたは 2層のコラスプトコアトポロジのどちらを構成
するかに関係なく適用されます。

a) [アクセス（Access）]スイッチの vPCペアリングを設定するには、 [アクセス（Access）]ロールが割
り当てられているスイッチを選択し、[アクション（Actions）]、> [vPCペアリング（vPC Pairing）]
の順にクリックします。

b) [vPCピアの選択（Select vPC Peer）]画面で、vPCペアリングに使用する 2番目のアクセススイッ
チを選択し、[保存（Save）]をクリックします。

NDFCがアクセススイッチの vPCペアリングに使用することを推奨する追加のスイッチは、[推奨
（Recommended）]列の下に値 [True]で表示されます。

Cisco Nexus Dashboard Fabric Controllerのレガシー/クラシックネットワークの管理
30

Day 0構成

拡張クラシック LANファブリックの構成



c) [集約（Aggregation）]スイッチの vPCペアリングを設定するには、 [集約（Aggregation）]ロールが
割り当てられているスイッチを選択し、[アクション（Actions）]、> [vPCペアリング（vPCPairing）]
の順にクリックします。

d) [vPCピアの選択（Select vPC Peer）]画面で、vPCペアリングに使用する 2番目の集約スイッチを選
択し、[保存（Save）]をクリックします。

NDFCが集約スイッチの vPCペアリングに使用することを推奨する追加のスイッチは、[推奨
（Recommended）]列の下に値 [True]で表示されます。

（注）

ブラウンフィールド展開では、vPCが自動的に検出されます。

ステップ 13 再計算と展開を行います。
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a) ページの上部にある [アクション（Actions）] > [再計算および展開（Recalculate and Deploy）]をク
リックします。

b) 再計算プロセスの進行に合わせて構成の更新をプレビューします。

[保留中の構成（Pending Config）]列の青いリンクをクリックし、スイッチを構成中の変更に関する
追加情報を取得できます。たとえば、いずれかのアクセススイッチの [保留中の構成（Pending
Config）]列にある青色のリンクをクリックすると、次のような情報が表示されます。
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同様に、いずれかの集約スイッチの [保留中の構成（Pending Config）]列の青色のリンクをクリック
すると、次のような情報が表示されることがあります。

c) 再計算プロセスが完了したら、[すべて展開（Deploy All）]をクリックし、[構成の展開（Deploy
Configuration）]ウィンドウで [成功（Success）]および [展開完了（Deployment Completed）]が表
示されたら [閉じる（Close）]をクリックします。

d) [ファブリック概要（Fabric Overview）]ウィンドウで、[構成ステータス（Config Status）]列に表示
されるステータスが [同期中（In-Sync）]としめされていることを確認します。

次のタスク

•サポートされるレガシー/クラシックネットワークトポロジ（6ページ）で説明されて
いる2層のコラスプトコアトポロジの場合、このトピックで構成した拡張クラシックLAN
ファブリックは、2層のコラスプトコアトポロジの両方の層をカバーするため、第 0日の
構成が完了しています。これで、Day 1構成を開始する準備ができました。「Day 1構成
（47ページ）」に進みます。
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•サポートされるレガシー/クラシックネットワークトポロジ（6ページ）で説明されて
いるように、3層階層トポロジの場合は、次にコア階層に必要な外部接続ネットワーク
ファブリックを構成します。「外部接続ネットワークファブリックの構成（34ページ）」
に進みます。

外部接続ネットワークファブリックの構成

サポートされるレガシー/クラシックネットワークトポロジ（6ページ）で説明されるよう
に3層階層トポロジがある場合、このセクションの手順が適用されます。拡張クラシックLAN
ファブリックの構成（17ページ）の 2層トポロジに必要な唯一のファブリックをすでに構成
しているため、2層のコラプストコアトポロジがある場合は、これらの手順に従わないでくだ
さい。

（注）

これらの手順で、サポートされるレガシー/クラシックネットワークトポロジ（6ページ）
で説明されているように、3層トポロジのコア層専用の外部接続ネットワークファブリックを
構成します。

Cisco Nexus Dashboard Fabric Controllerのレガシー/クラシックネットワークの管理
34

Day 0構成

外部接続ネットワークファブリックの構成



以前のセクションでアクセスおよび集約層の拡張クラシック LANファブリックをすでに構成
しています。一般的な展開では共有コアを使用するため、2つのファブリックを個別に構成し
ます。これは、前の手順で構成した最初の（access-aggregate）ファブリックで共有される、別
の外部接続ネットワークファブリックに存在します。

これらの構成の外部接続ネットワークファブリックテンプレートを使用しています。そのファ

ブリックテンプレートの詳細については、「拡張クラシック LAN」を参照してください。

始める前に

拡張クラシック LANファブリックの構成（17ページ）に記載された手順を使用して、拡張
クラシック LANファブリックを構成していることを確認します。

手順

ステップ 1 NDFCでまだアクセスしていない場合は、[LAN] > [ファブリック（Fabrics）]に移動します。

すべての構成されたファブリックを示すページが表示されます。
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ステップ 2 [アクション（Actions）] > [ファブリックの作成（Create Fabric）をクリックします。

ステップ 3 [ファブリックの作成（Create Fabric）]画面で、外部接続ネットワークファブリックの名前（例：
Core-Fab）を入力し、[テンプレートの選択（Choose Template）]をクリックします。

ステップ 4 [外部接続ネットワーク（External Connectivity Network）]テンプレートを選択し、[選択（Select）]をクリッ
クします。
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ステップ 5 [一般パラメータ（General Parameters）]タブで、この使用例に特に必要な構成を行います。

• [BGP ASN]フィールドで、一意の重複しない値を入力します。

この使用例では、外部接続ネットワークファブリックに割り当てられるBGPASN番号として 65011

を使用します。

• [ファブリックモニタモード（Fabric Monitor Mode）]フィールドの隣にあるボックスのチェックを
外します。

ステップ 6 該当する場合、NDFCが外部接続ネットワークファブリックのスイッチを検出する方法を決定します。

利用可能なオプションは、NDFCを通して管理している展開のタイプに応じて異なります。

•グリーンフィールド展開を管理している場合、拡張クラシックLANファブリックと同様に、これら
2つの」方法のいずれかを使用してファブリックのスイッチを検出できます。

• NDFCがスイッチを検出できるようにするために必要な情報を手動で入力します。このオプショ
ンは、検出する必要があるスイッチで、アウトオブバンド管理 IPアドレスなどの特定のパラ
メータをすでに構成している場合に適用されます。

この方法を使用する場合は、手順の後半でその手順を示します（ステップ 9（38ページ））。

• NDFCの Power OnAuto Provisioning（POAP）機能を使用します。このオプションは、管理 IPア
ドレス、デフォルトルート、およびスタートアップ構成など特定のパラメータが検出する必要

があるスイッチでまだ構成されていない場合に便利です。

この方法を使用する場合、このページの [ブートストラップ（Bootstrap）]タブをクリックし
て、拡張クラシックLANファブリックに関する手順で、記載されたものと同じプロセスを使用
して、[ブートストラップ（Bootstrap）]領域で必要な構成を行います。

•ブラウンフィールド展開を管理している場合、使用可能な唯一のオプションは、NDFCがスイッチ
を検出できるように必要な情報を手動で入力することです。ブラウンフィールド展開を管理する場

合は、PowerOnAutoProvisioning（POAP）機能を使用できません。これらの手順については、ステッ
プ 9（38ページ）にアクセスしてください。
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ステップ 7 必要に応じて、外部接続ネットワークファブリックの残りの構成を完了します。

残りのパラメータはオプションです。これらは Ciscoのベストプラクティスに基づいて自動的に構成さ
れていますが、必要に応じて変更できます。

ステップ 8 外部接続ネットワークテンプレートに必要な構成を完了したら、[保存（Save）]をクリックします。

[LANファブリック（LAN Fabric）]ページが再び表示され、新しく作成された外部接続ネットワーク
ファブリックが構成済みファブリックのリストに追加されます。

ステップ 9 必要に応じて、NDFCが外部接続ネットワークファブリック内のスイッチを検出できるように必要な情
報を手動で入力します。

（注）

前の手順でNDFCの [ブートストラップ（Bootstrap）]領域で POAPを有効にした場合は、この手順の手
順を実行する必要はありません。

この手順に進む前に、NDFCとこれらのスイッチの間に到達可能性があることを確認します。

a) 外部接続ネットワークファブリックの [概要（Overview）]で、[スイッチ（Switches）]タブをクリッ
クし、[アクション（Action）] > [スイッチの追加（Add Switches）]をクリックします。

b) [スイッチの追加（Add Switches）]画面で、[検出（Discover）]オプションが選択されていることを
確認し、スイッチを検出するために必要な情報を追加します。

• [シード IP（Seed IP）]フィールドに、スイッチの管理 IPアドレスを入力します。スイッチのア
ウトオブバンド管理のみがサポートされます。

•スイッチを検出するのに必要な [スイッチの追加（Add Switches）]画面に残りの情報を入力しま
す。

c) [スイッチの検出（Discover Switches）]をクリックします。
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表示される確認ポップアップウィンドウで [確認（Confirm）]をクリックします。

d) [検出結果（Discovery Results）]画面で、外部接続ネットワークファブリックにインポートされるス
イッチの隣にあるチェックボックスをオンにして、[スイッチの追加（Add Switches）]をクリック
します。

プロセスが完了すると、ステータスが [スイッチが追加されました（SwitchAdded）]に変わります。
[閉じる（Close）]をクリックしてウィンドウを閉じます。

ステップ 10 外部接続ネットワークファブリックのスイッチのロールを定義します。

拡張クラシック LANファブリックのプロセスと同様に、外部接続ネットワークファブリックでスイッ
チが検出されると、次のステップはそれらのスイッチのロールを定義することです。スイッチに割り当

てるロールに基づいて、NDFCによって適切な構成が生成され、スイッチにプッシュされます。

a) 外部接続ネットワークファブリックのスイッチの隣にあるボックスをクリックし、[アクション
（Actions）] > [ロールの設定（Set Role）]をクリックします。
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b) 外部接続ネットワーク内のスイッチに設定するロールを決定します。

サポートされるレガシー/クラシックネットワークトポロジ（6ページ）で説明されているよう
に、外部接続ネットワークのスイッチのロールを [コア ルータ（Core Router）]または [エッジ ルータ

（Edge Router）]ロールのどちらかに設定できます。

[ロールの選択（Select Role）]の [コア ルータ（Core Router）]または [エッジ ルータ（Edge Router）]

オプションのどちらかを検索し選択してから、[選択（Select）]をクリックします。

ステップ 11 再計算と展開を行います。

a) ページの上部にある [アクション（Actions）] > [再計算および展開（Recalculate and Deploy）]をク
リックします。

b) 再計算プロセスの進行に合わせて構成の更新をプレビューします。
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[保留中の構成（Pending Config）]列の青いリンクをクリックし、スイッチを構成中の変更に関する
追加情報を取得できます。

c) 再計算プロセスが完了したら、[すべて展開（Deploy All）]をクリックし、[構成の展開（Deploy
Configuration）]ウィンドウで [成功（Success）]および [展開完了（Deployment Completed）]が表
示されたら [閉じる（Close）]をクリックします。

d) [ファブリック概要（Fabric Overview）]ウィンドウで、[構成ステータス（Config Status）]列に表示
されるステータスが [成功（Success）]としめされていることを確認します。
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ステップ 12 [LAN] > [ファブリック（Fabrics）]に移動し、作成した外部接続ネットワークファブリックを選択しま
す。

この外部接続ネットワークファブリックの [概要（Overview）]ぺージが表示されます。

ステップ 13 [スイッチ（Switches）]タブをクリックし、2番目のファブリックに追加されたスイッチが正しく表示さ
れることを確認します。

ステップ 14 ウィンドウの右上隅にある [X]をクリックし、このページを閉じます。

次のタスク

ファブリックグループファブリックテンプレートを使用してファブリックを一緒にグループ

化する場合、ファブリックグループの作成（42ページ） に進みます。

ファブリックグループの作成

このセクションの手順では、ファブリックグループの下に表示する2つの独立したファブリッ
クがある3層階層トポロジの場合にのみ適用されます。トポロジのタイプに構成されたファブ
リックが 1つのみあるため、2層のコラプストコアトポロジがある場合にこれらの手順は必要
ありません。

（注）

トポロジに表示するためにグループの可視化を行う場合、このグループの子メンバーとして、

アクセス集約ファブリックとコアファブリックを持つファブリック グループを作成することがで

きます。これらの構成のファブリックグループのファブリックテンプレートを使用します、

そのファブリックテンプレートの詳細については、「拡張クラシック LAN」を参照してくだ
さい。

手順

ステップ 1 NDFCでまだアクセスしていない場合は、[LAN] > [ファブリック（Fabrics）]に移動します。
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すべての構成されたファブリックを示すページが表示されます。

ステップ 2 [アクション（Actions）] > [ファブリックの作成（Create Fabric）をクリックします。

ステップ 3 [Create Fabric]画面で、新しいファブリックの名前を入力し（例：Classic-Group）、[テンプレートの選
択（Choose Template）]をクリックします。

ステップ 4 [ファブリック グループ（Fabric Group）]テンプレートを選択し、[選択（Select）]をクリックします。
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ステップ 5 [ファブリックの作成（Create Fabric）]ページで [保存（Save）]をクリックします。

[LANファブリック（LAN Fabrics）]ページに戻ります。

ステップ 6 作成したファブリックグループをダブルクリックします。

ファブリックグループに対して [ファブリックの概要（Fabric Overview）]ページが表示されます。

ステップ 7 [アクション（Actions）]> > [子ファブリックの追加（Add Child Fabric）]をクリックします。

[子ファブリックの選択（Select Child Fabrics）]ページが表示されます。

ステップ 8 拡張クラシック LANファブリックの構成（17ページ）で記載されている手順を使用して作成された拡
張クラシック LANファブリックを選択し、[選択（Select）]をクリックします。

[ファブリックの概要（Fabric Overview）]ページに戻ります。

ステップ 9 [アクション（Actions）] > [子ファブリックの追加（Add Child Fabric）]を再度クリックします。

[子ファブリックの選択（Select Child Fabrics）]ページが表示されます。

ステップ 10 外部接続ネットワークファブリックの構成（34ページ）に記載された手順を使用して作成された外部
接続ネットワークファブリックを選択し、[選択（Select）]をクリックします。

[ファブリックの概要（Fabric Overview）]ページに戻ります。

ステップ 11 ページの右上隅にある [X]をクリックします。

Cisco Nexus Dashboard Fabric Controllerのレガシー/クラシックネットワークの管理
44

Day 0構成

ファブリックグループの作成



[LANファブリック（LAN Fabric）]ページが再び表示され、新しく作成されたファブリックグループが
構成済みファブリックのリストに追加されます。

右クリック操作は、スイッチごとに [トポロジ（Topology）]ページから利用できます。
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ステップ 12 必要に応じて、[LAN] > [スイッチ（Switches）]に移動し、1つ以上のスイッチを選択して、[アクション
（Actions）] > [展開（Deploy）]をクリックします。

次のタスク

Day 1構成（47ページ）に記載された手順を使用して、Day 1構成を開始します。
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第 4 章

Day 1構成

•レイヤ 2ネットワークの作成（47ページ）
•レイヤ 3ネットワークの作成（53ページ）
• VRF Lite拡張機能の構成（60ページ）

レイヤ 2ネットワークの作成

手順

ステップ 1 NDFCでまだアクセスしていない場合は、[LAN] > [ファブリック（Fabrics）]に移動します。

すべての構成されたファブリックを示すページが表示されます。

ステップ 2 拡張クラシック LANファブリックの構成（17ページ）で記載された手順を使用して作成された拡張クラ
シック LANファブリックをダブルクリックします。

ファブリックの [ファブリック概要（Fabric Overview）]が表示されます。

ステップ 3 [ネットワーク（Networks）]タブをクリックします。

ステップ 4 レイヤ 2ネットワークを作成します。

a) [ネットワーク（Networks）]タブで、[アクション（Actions）]>> [作成（Create）]をクリックします。
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[ネットワークの作成 (Create Network)]ウィンドウが表示されます。

b) [ネットワークの作成（Create Network）]画面で、必要な情報を入力します。

•レイヤ 2ネットワークのデフォルト名は、[ネットワーク名（Network Name）]フィールドで自動
的に生成されますが、必要に応じて変更できます。

• [レイヤ 2のみ（Layer 2 Only）]フィールドで、ボックスをオンにしてこのオプションを有効にし
ます。これにより、このネットワークがレイヤ 2のみであることを指定します。

• [VLAN ID]フィールドで、関連する VLANに使用する値を入力するか、[提案 VLAN（Propose
VLAN）]をクリックし、利用可能なリソースに基づき（範囲は [ファブリック設定（Fabric
Settings）]でカスタマイズ可能）、NDFCによってレイヤ 2ネットワークの VLAN IDを提案しま
す。

• [ネットワークテンプレート（Network Template）]フィールドで、デフォルトの Network_Classic

オプションを選択したままにしてください。

これは、レイヤ 2ネットワークに使用する正しいテンプレートです。

•レイヤ2ネットワークのゲートウェイはファブリック外に存在します。[全般パラメータ（General
Parameters）]ページの IPアドレスは空白のままです。

Cisco Nexus Dashboard Fabric Controllerのレガシー/クラシックネットワークの管理
48

Day 1構成

レイヤ 2ネットワークの作成



c) 必要に応じて、レイヤ 2ネットワークの必要な残りのフィールドを入力します。
d) [作成（Create）]をクリックします。

拡張クラシック LANファブリックの [ネットワーク（Networks）]タブに戻ります。

ステップ 5 必要に応じて、インターフェイスグループにネットワークを追加します。

インターフェイスグループは、ネットワークをインターフェイスのグループに展開しようとする場合に便

利です。

a) 拡張クラシック LANファブリックの [ネットワーク（Networks）]タブで、作成したレイヤ 2ネット
ワークをクリックし、[アクション（Actions）]> [インターフェイスグループへの追加（Addto Interface
Group）]をクリックします。

b) 追加するインターフェイスグループを選択し、[インターフェイスグループの作成（Create Interface
Group）]をクリックして、追加する新しいインターフェイスグループを作成します。
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インターフェイスグループへのネットワークの追加に関する詳細については、『Cisco NDFC-Fabric

Controller構成ガイド』の「インターフェイスグループ」を参照してください。

ステップ 6 ネットワークを接続します。

レイヤ 2ネットワークを作成したら、アクセススイッチでホスト面のポートに接続できます。これによ
り、これらのトランクまたはアクセスポートで、またはアクセスおよび集約スイッチ間のvPC/ポートチャ
ネル/スタンドアロンポートでも VLANを許可できます。

[クイック接続（quick attach）]または [multi-attach]を実行するかどうか決定します。

•このネットワークを選択したスイッチに接続する [クイック接続（quick attach）]を実行する場合、以
下の手順を実行します。

a) 拡張クラシック LANファブリックの [ネットワーク（Networks）]タブで、作成したレイヤ 2ネット
ワークをダブルクリックします。

b) [ネットワーク接続（Network Attachments）]タブをクリックします。

c) [スイッチロール（Switch Role）]列に表示される [集約（aggregation）]を持つスイッチを検索し、そ
れらのスイッチの隣にあるボックスをクリックします。
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d) [アクション（Actions）] > [クイック接続（Quick Attach）]をクリックし、ステップ 7（52ページ）
に移動します。

• multi-attachを実行する場合：

a) 拡張クラシック LANファブリックの [ネットワーク（Networks）]タブで、作成したレイヤ 2ネット
ワークをクリックし、[アクション（Actions）] > [Multi-Attach]をクリックします。

b) ネットワークに接続する各スイッチの隣にあるボックスをクリックし、[次へ（Next）]をクリックし
ます。

c) 選択する各インターフェイスの隣にあるボックスをクリックし、[一括貼り付け（Bulk Paste）]または
[インターフェイスの表示（View Interfaces）]のどちらかを使用してインターフェイスを選択します。
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• [一括貼り付け（Bulk Paste）]を選択し、[インターフェイスリスト（Interfaces List）]領域に張り
付けるインターフェイスを入力し、[保存（Save）]をクリックします。

• [インターフェイスの表示（View Interfaces）]を選択する場合、以下の画面で接続する特定のポー
トの隣にあるボックスをクリックし、[保存（Save）]をクリックします。

d) [インターフェイスの選択（Select Interfaces）]ウィンドウで、[次へ（Next）]をクリックします。

e) 次のウィンドウで必要な展開を選択し、[保存（Save）]をクリックします。

ステップ 7 ネットワークを展開します。

[ネットワーク接続（Network Attachments）]ウィンドウで、接続したネットワークを選択し、[アクショ
ン（Actions）] > [展開（Deploy）]をクリックします。
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ステップ 8 再計算プロセスが完了したら、[展開（Deploy）]をクリックし、[構成ステータス（Config Status）]列に表
示されているステータスが [同期中（In-Sync）]であることを確認します。

次のタスク

レイヤ 3ネットワークの作成（53ページ）で説明された手順を使用して、レイヤ 3ネット
ワークを作成します。

レイヤ 3ネットワークの作成
レイヤ 3ネットワークは、デフォルトVRFまたはカスタム VRFのいずれかにすることができ
ます。

始める前に

手順

ステップ 1 まだ行っていない場合は、拡張クラシック LANファブリックの [ネットワーク（Networks）]タブに移動
します。
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a) NDFCで、[LAN] > [ファブリック（Fabrics）]に移動します。

すべての構成されたファブリックを示すページが表示されます。

b) 拡張クラシック LANファブリックの構成（17ページ）で記載された手順を使用して作成された拡張
クラシック LANファブリックをダブルクリックします。

ファブリックの [ファブリック概要（Fabric Overview）]が表示されます。

c) [ネットワーク（Networks）]タブをクリックします。

ステップ 2 レイヤ 3ネットワークを作成します。

a) [ネットワーク（Networks）]タブで、[アクション（Actions）]>> [作成（Create）]をクリックします。

[ネットワークの作成 (Create Network)]ウィンドウが表示されます。

b) [ネットワークの作成（Create Network）]画面で、[一般パラメータ（General Parameters）]をクリッ
クし、必要な情報を入力します。

•必要に応じて、[ネットワーク名（Network Name）]フィールドのレイヤ 3ネットワークの名前を
�更します。

[ネットワーク名（Network Name）]フィールドのエントリは自動的に入力されますが、必要に応
じて変更できます。

• [レイヤ 2のみ（Layer 2 Only）]フィールドで、ボックスがオンになっていないことを確認して、
このオプションが有効にならないようにします。

レイヤ 3ネットワークに対して [レイヤ 2のみ（ Layer 2 Only）]オプションを有効にしない。

c) デフォルトの VRFを使用するか、このレイヤ 3ネットワークの VRFを作成するかを決定します。

•このレイヤ3ネットワークにデフォルトのVRFを使用する場合は、[VRF名（VRFName）]フィー
ルドで、使用可能なVRFのリストから[デフォルト（default）]を選択します。「2.d（55ページ）」
に進みます。

•このレイヤ 3ネットワークのカスタム VRFを作成する場合は、次の手順を実行します。

1. [VRF名（VRF Name）]フィールドで、[VRFの作成（Create VRF）]をクリックします。
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[VRFの作成（Create VRF）]ページが表示されます。

必要に応じて、[VRF名（VRF Name）]フィールドでレイヤ 3ネットワークのカスタム VRF
の名前を�更します。[VRF名（VRFName）]フィールドのエントリは自動的に入力されます
が、必要に応じて変更できます。

2. [一般パラメータ（General Parameters）]タブをクリックし、必要な情報を入力します。

（オプション）必要に応じて、[VPC集約間でSVI経由の自動ピアリングを有効にする（Enable
Auto Peering over SVI Between VPC Aggregations）]オプションを有効にします。これにより、
集約スイッチ間のVRFごとの iBGPまたはOSPFピアリングが有効になります。使用されるプ
ロトコルは、[ファブリック（Fabric）]設定で構成された VRF-Liteルーティングプロトコル
に基づいていることに注意してください。

3. [詳細設定（Advanced）]タブをクリックし、必要な情報を入力します。

[詳細設定（Advanced）]領域の設定には、BGP認証、ルートマップ、および静的 0/0構成の
オプションが含まれており、コアスイッチへのデフォルト（0/0）ルートを構成できます。

4. [保存（Save）]をクリックして、レイヤ 3ネットワークのカスタム VRFを保存します。

[ネットワークの作成（Create Network）]ページに戻ります。

次の手順でこのレイヤ 3ネットワークが接続されると、[VPC集約間の SVI経由で自動ピアリ
ングを有効にする（Enable Auto Peering over SVI Between VPC Aggregations）]オプションが
有効になっている場合、NDFCは SVIの VLAN識別子と IPアドレスを含むこの新しい VRF
の集約スイッチ間の iBGPピアリングセッションまたはOSPFネイバーシップの構成を作成し
ます。

d) [ネットワークの作成（Create Network）]画面で、[一般パラメータ（General Parameters）]タブの残
りのフィールドに必要な情報を入力します。

• [VLAN ID]フィールドで、関連する VLANに使用する値を入力するか、[提案 VLAN（Propose
VLAN）]をクリックし、利用可能なリソースに基づき（範囲は [ファブリック設定（Fabric
Settings）]でカスタマイズ可能）、NDFCによってレイヤ 3ネットワークの VLAN IDを提案しま
す。

• [IPv4ゲートウェイ/ネットマスク（IPv4 Gateway/Netmask）]または [IPv6ゲートウェイ/ネットマ
スク（ IPv6 Gateway/Netmask）]フィールドのいずれかでゲートウェイの IPアドレスを定義しま
す。

レイヤ 3ネットワークの IPv4または IPv6ゲートウェイ IPアドレスを定義する必要があります。
これらの手順では、ゲートウェイはファブリック内の集約スイッチです。

（注）

[一般パラメータ（General Parameters）]タブの次の 2つのフィールドでは、これらの手順の後の
ステップでアクティブデバイスとスタンバイデバイスを定義することに注意してください。

• [アクティブ状態のインターフェイス IPv4 addr（ Interface IPv4 addr on standby）]または [アク
ティブ状態のインターフェイス IPv6 addr（Interface IPv6 addr on standby）]フィールドで、アク
ティブ/マスターデバイスのインターフェイスアドレスを定義します。
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• [スタンバイ状態のインターフェイス IPv4 addr（ Interface IPv4 addr on standby）]または [スタン
バイ状態のインターフェイス IPv6 addr（Interface IPv6 addr on standby）]フィールドで、スタン
バイ/バックアップデバイスのインターフェイスアドレスを定義します。

e) [ネットワークの作成（Create Network）]画面で、[詳細設定（Advanced）]をクリックし、必要な情
報を入力します。

このページで、First Hop Redundancy Protocol設定（ファブリック設定に基づいてHSRPまたはVRRP）
をカスタマイズします。ネットワークを接続するときに、現用系およびスタンバイFirstHopRedundancy
Protocolに使用する集約スイッチを決定できます。

f) 必要に応じて、レイヤ 3ネットワークの残りのフィールドに入力します。
g) [作成（Create）]をクリックします。

[ネットワーク（Networks）]ページに、新しく作成されたレイヤ 3ネットワークと付随する VRFが表
示されます。

ステップ 3 必要に応じて、インターフェイスグループにネットワークを追加します。

インターフェイスグループは、ネットワークをインターフェイスのグループに展開しようとする場合に便

利です。

a) 拡張クラシック LANファブリックの [ネットワーク（Networks）]タブで、作成したレイヤ 3ネット
ワークをクリックし、[アクション（Actions）]> [インターフェイスグループへの追加（Addto Interface
Group）]をクリックします。
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b) 追加するインターフェイスグループを選択し、[インターフェイスグループの作成（Create Interface
Group）]をクリックして、追加する新しいインターフェイスグループを作成します。

インターフェイスグループへのネットワークの追加に関する詳細については、『Cisco NDFC-Fabric

Controller構成ガイド』の「インターフェイスグループ」を参照してください。

ステップ 4 ネットワークを接続します。

レイヤ 3ネットワークを作成したら、アクセススイッチでホスト面のポートに接続できます。これによ
り、これらのトランクまたはアクセスポートで、またはアクセスおよび集約スイッチ間のvPC/ポートチャ
ネル/スタンドアロンポートでも VLANを許可できます。

[クイック接続（quick attach）]または [マルチ接続（multi-attach）]を実行するかどうか決定します。

•このネットワークを選択したスイッチに接続する [クイック接続（quick attach）]を実行する場合、以
下の手順を実行します。

a) 拡張クラシック LANファブリックの [ネットワーク（Networks）]タブで、作成したレイヤ 3ネット
ワークをダブルクリックします。

b) [ネットワーク接続（Network Attachments）]タブをクリックします。

c) [スイッチロール（Switch Role）]列に表示される [集約（aggregation）]を持つスイッチを検索し、そ
れらのスイッチの隣にあるボックスをクリックします。
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d) [アクション（Actions）] > [クイック接続（Quick Attach）]をクリックし、ステップ 5（59ページ）
に移動します。

• multi-attachを実行する場合：

a) 拡張クラシック LANファブリックの [ネットワーク（Networks）]タブで、作成したレイヤ 3ネット
ワークをクリックし、[アクション（Actions）] > [マルチ接続（Multi-Attach）]をクリックします。

b) ネットワークに接続する各スイッチの隣にあるボックスをクリックし、[次へ（Next）]をクリックし
ます。

c) 選択する各インターフェイスの隣にあるボックスをクリックし、[一括貼り付け（Bulk Paste）]または
[インターフェイスの表示（View Interfaces）]のどちらかを使用してインターフェイスを選択します。
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• [一括貼り付け（Bulk Paste）]を選択し、[インターフェイスリスト（Interfaces List）]領域に張り
付けるインターフェイスを入力し、[保存（Save）]をクリックします。

• [インターフェイスの表示（View Interfaces）]を選択する場合、以下の画面で接続する特定のポー
トの隣にあるボックスをクリックし、[保存（Save）]をクリックします。

d) [インターフェイスの選択（Select Interfaces）]ウィンドウで、[次へ（Next）]をクリックします。

e) 次のウィンドウで必要な展開を選択し、[保存（Save）]をクリックします。

ステップ 5 ネットワークを展開します。

[ネットワーク接続（Network Attachments）]ウィンドウで、接続したネットワークを選択し、[アクショ
ン（Actions）] > [展開（Deploy）]をクリックします。

Cisco Nexus Dashboard Fabric Controllerのレガシー/クラシックネットワークの管理
59

Day 1構成

レイヤ 3ネットワークの作成



ステップ 6 再計算プロセスが完了したら、[展開（Deploy）]をクリックし、[構成ステータス（Config Status）]列に表
示されているステータスが [同期中（In-Sync）]であることを確認します。

次のタスク

VRF Lite拡張機能の構成（60ページ）に記載された手順を使用して VRF Lite拡張機能を構
成します。

VRF Lite拡張機能の構成
これらの手順で、集約およびコアスイッチ間の VRF Lite拡張機能を構成します。NDFCは、
集約およびコアスイッチ間のVRFLiteに対して自動または手動構成モードのどちらかをサポー
トします。この使用例の場合、自動構成を使用して、VRF Liteを構成します。

このセクションの構成は、3層トポロジや 2層（コラプストコア）トポロジのどちらでも行う
ことができます。ただし、VRF Lite拡張機能を構成できるようにするために、デフォルトの
VRFを使用する以外に、レイヤ 3ネットワークの作成（53ページ）のレイヤ 3ネットワーク
のカスタム VRFを作成する必要があります。
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手順

ステップ 1 [リソース（Resources）]ページの必要なデフォルト構成が、VRF Liteに正しく設定されていることを確
認します。

a) NDFCでまだアクセスしていない場合は、[LAN] > [ファブリック（Fabrics）]に移動します。

すべての構成されたファブリックを示すページが表示されます。

b) 拡張クラシック LANファブリックの構成（17ページ）で記載された手順を使用して作成された拡
張クラシック LANファブリックをダブルクリックします。

ファブリックの [ファブリック概要（Fabric Overview）]が表示されます。

c) [アクション（Actions）] > [ファブリックの編集（Edit Fabric）]をクリックします。

[ファブリックの編集（Edit Fabric）]ページが表示されますの

d) [リソース（Resources）]タブをクリックします。
e) [リソース（Resources）]ページの必要なデフォルト構成が、VRF Liteに正しく設定されていること
を確認します。

• [Agg-Core/Agg-Edge接続（Agg-Core/Agg-Edge Connectivity）]フィールドで、[自動（Auto）]
オプションが設定されていることを確認します。

使用される集約コアピアリングプロトコルは、拡張クラシック LANファブリックの構成（17
ページ）の [ルーティングプロトコル（Routing Protocol）]フィールドに入力されている設定に
基づきます。

• [集約およびコア/エッジで自動生成VRF Lite構成（Auto Generate VRF Lite Configuration on Agg
and Core/Edge）]フィールドのボックスをチェックして、このオプションを有効にします。

• [ルーティングプロトコル（Routing Protocol）]フィールドが ebgpに設定され、CiscoNexus
7000または 9000シリーズスイッチ、または Cisco Catalyst 9000シリーズスイッチをコア
レイヤに使用している場合、[集約およびコア/エッジの自動生成VRFLite構成（AutoGenerate
VRF Lite Configuration on Agg and Core/Edge）]オプションを有効にすると、集約およびコ
アスイッチに VRF Lite構成が自動的に生成されます。

• [ルーティングプロトコル（Routing Protocol）]フィールドが ospfに設定され、Cisco Nexus
7000または 9000シリーズをコアレイヤに使用している場合、[集約およびコア/エッジの自
動生成 VRF Lite構成（Auto Generate VRF Lite Configuration on Agg and Core/Edge）]オプ
ションを有効にすると、集約およびコアスイッチに VRF Lite構成が自動的に生成されま
す。

•他のケース、Cisco ASR 9000シリーズ集約サービスルータをコアルータまたはエッジルー
タとして使用する場合など、コアルータやエッジルータではVRF Liteのインテントや構成
は自動生成されません。代わりに、各 VRFについては必要なポリシーを使用してポリシー
を手動で作成する必要があります。
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ステップ 2 集約およびコアスイッチ間のリンクに正しいテンプレートがアタッチされ、適切な設定が適用されてい

ることを確認します。

a) 拡張クラシック LANファブリックの [ファブリック概要（Fabric Overview）]ページに戻ります。

ファブリックの [概要（Overview）]が表示されます。

b) [リンク（Links）]タブをクリックします。

c) このページの集約スイッチからコアスイッチまでリンクを検索します。

例えばこの場合では、2つの集約スイッチと 1つのコアスイッチがあるため、この 2つのリンクを
このページで検索します。

•最初の集約スイッチおよびコアスイッチ間のリンク

• 2番目の集約スイッチおよびコアスイッチ間のリンク

d) 最初の集約スイッチおよびコアスイッチ間のリンクの隣にあるボックスをクリックし、[アクション
（Actions）] > [編集（Edit）]をクリックします。
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このリンクの [リンク管理 -リンクの編集（Link Management - Edit Link）]ページが表示されます。

e) [リンクサブタイプ（Link Sub-Type） ]フィールドで VRF_LITEが自動的に選択されていることを確

認します。

f) 送信元と接続先のファブリック、デバイス、インターフェイスなど、残りのすべてのパラメータが

自動的に正しく入力されていることを確認します。

g) （任意）さらに検証が必要な場合は、このページの集約スイッチからコアスイッチへの残りのリン
クに対してこれらの手順を繰り返します。

たとえば、この使用例には 2つの集約スイッチがあるため、このページの 2番目の集約スイッチと
コアスイッチ間のリンクをクリックし、これらの手順を繰り返して、2番目の集約スイッチとコア
スイッチ間のリンクが正しいテンプレートがアタッチされ、適切な設定が適用されていることを確

認します。
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ステップ 3 拡張クラシック LANファブリックの [ファブリック概要（Fabric Overview）]ページで、[VRFs]タブを
クリックします。

ステップ 4 レイヤ 3ネットワーク用に作成したカスタム VRFをダブルクリックします。

この VRFの [VRF概要（VRF Overview）]ページが表示されます。

ステップ 5 [VRFアタッチメント（VRF Attachments）]タブをクリックします。

この VRFの VRF接続が表示されます。

ステップ 6 VRF Liteを使用して拡張する VRFアタッチメントの横にあるボックスをクリックし、[アクション
（Actions）]、 > [編集（Edit）]の順にクリックします。

ステップ 7 [VRFアタッチメントの編集（Edit VRF Attachment）]ページで、VRF Liteを使用して VRF接続を拡張
し、集約スイッチをコアスイッチに接続するために必要な構成を行います。

•ページ上部にある [アタッチ（Attach）]のスイッチをフリップにします。

• [拡張（Extend）]フィールドで、 VRF_LITEオプションを選択します。

• [すべてアタッチ（Attach-All）]をクリックします。
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[VRFアタッチメントの編集（EditVRFAttachment）]ページで必要な構成を完了したら、[保存（Save）]
をクリックします。[VRFアタッチメント（VRF Attachments）]ページに戻ります。

ステップ 8 以下で説明する 2つの方法のいずれかを使用して構成を展開します。

• [VRFアタッチメント（VRF Attachments）]ページで、2つのVRFアタッチメントを選択し、[アク
ション（Actions）]、 > [展開（Deploy）]をクリックします。

•拡張クラシック LANファブリックの [ファブリック概要（Fabric Overview）]ページで、[スイッチ
（Switches）]タブをクリックし、2つの集約スイッチの横にあるボックスをクリックして、[アク
ション（Actions）]、 > [展開（Deploy）]の順にクリックします。

ステップ 9 外部接続ネットワークファブリックの構成（34ページ）の手順を使用して階層の外部接続ネットワー
クファブリックを作成した場合は、[LAN] > [ファブリック（Fabrics）]に戻り、外部接続ネットワーク
ファブリックをダブルクリックします。
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VRF Liteの保留中の構成をコアスイッチにもプッシュできるようにするには、外部接続ネットワーク
ファブリックで同じ操作を実行する必要があります。

ステップ 10 外部接続ネットワークファブリックの [ファブリック概要（Fabric Overview）]ページで、[スイッチ
（Switches）]タブをクリックし、コアスイッチの横にあるボックスをクリックして、 [アクション
（Actions）]、 > [展開（Deploy）]の順にクリックします。

ステップ 11 展開プロセスの進行に合わせて構成の更新をプレビューします。

[保留中の構成（Pending Config）]列の青色のリンクをクリックすると、コアスイッチに構成されてい
る変更に関する追加情報を取得できます。

ステップ 12 再計算プロセスが完了したら、[すべての展開（Deploy All）]をクリックし、[構成ステータス（Config
Status）]列に表示されているステータスが [同期中（In-Sync）]であることを確認します。
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第 5 章

Day 2構成

• Day 2構成の場所情報（69ページ）

Day 2構成の場所情報
以下に示すすべてのメンテナンスおよび運用機能は、標準的なVXLANファブリックでサポー
トされているのと同様に、従来の LANネットワークでもサポートされています。下に表示さ
れる機能は、ファブリックタイプに関係なく使用可能です。

お使いのリリースに応じて、適切な『CiscoNDFCファブリックコントローラ構成ガイド』で、
以下の各機能の詳細情報を見つけることができます。基準点として、次の表では『CiscoNDFC

ファブリックコントローラ構成ガイド、リース12.1.1e』の各機能の関連情報がどこに記載され
ているかを示します。

リリース 12.1.3ドキュメントの場所特長

イメージ管理イメージ管理：アップグレード、ダウングレー

ド、EPLDs、RPMs、SMUs

LAN動作モードセットアップのファブリック

の概要について

インベントリビュー

イベント分析イベント分析

履歴、監査履歴の表示展開履歴、監査ログ

バックアップと復元バックアップと復元

計測パフォーマンスメトリック

プログラム可能レポートプログラム可能レポート

仮想インフラストラクチャマネージャ仮想インフラストラクチャ（Virtual Machine
Manager、Kubernetes、OpenStack）の可視性
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翻訳について
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